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佐藤智武教諭

　多感な中学生にとって教育旅行（修学旅行）は学生時
代の一大イベントだ。楽しみでもあり、また不安でもあ
る。非日常の場に身を置き、その土地ならではのものに
触れ、見て、人と接することで視野が広がることもある。
ここでは充実した教育旅行（修学旅行）を実施する２校
の取り組みを取り上げる。

藤井由紀子教諭

鶴
岡
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
う
街
頭
調
査
班

Ｐ
Ｒ
マ
ッ
プ
の
表
紙
（
上
）
と
中
面

日本旅行広報室でキャッチフレーズについて評価し
てもらう

博
報
堂
で
自
作
の
Ｐ
Ｒ
マ
ッ
プ
を
手
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
し
た

薪
を
使
っ
て
い
る
家
庭
も
多
く
、
初
め
て
薪
割
を
し
た
生

徒
も
多
か
っ
た

民
泊
先
の
畑
で
掘
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く
芋
で
、
こ
ん
に
ゃ
く

作
り
も
体
験
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
夕
飯
で
食
べ
た

高
い
木
の
上
に
あ
る
祇
園
坊
柿
を
収
穫

平和記念公園でガイドの方から
原爆投下時の話を聞く

地元選出の加藤鮎子衆院議員にイン
タビュー

　
鶴
岡
市
立
鶴
岡
第
五
中
学

校
（
山
形
県
鶴
岡
市
、
山
口

幸
一
学
校
長
）は
、大
山
中
、

加
茂
中
、
西
郷
中
の
３
校
が

合
併
し
て
１
９
９
７
年
に
創

立
し
た
、
比
較
的
若
い
学
校

だ
。同
校
の
学
区
域
は
、酒
造

り
の
里
・
大
山
は
じ
め
、
湯

野
浜
温
泉
や
加
茂
水
族
館
と

い
っ
た
全
国
的
に
知
ら
れ
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
、
メ

ロ
ン
の
有
名
産
地
や
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
湿

地
が
あ
る
な
ど
多
様
な
魅
力

に
あ
ふ
れ
る
。
そ
の
一
方
で

過
疎
化
の
進
行
と
い
っ
た
課

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
校

は
地
元
の
魅
力
発
信
や
地
域

を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
を

目
的
に
、
地
域
活
性
化
を
テ

ー
マ
に
し
た
総
合
学
習
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
校
の
修
学
旅
行
は
創
立

以
来
、
日
本
の
文
化
や
技
術

の
最
先
端
に
触
れ
、
学
ぶ
と

い
う
目
的
の
下
、
東
京
都
内

で
の
班
別
研
修
な
ど
を
中
心

に
行
っ
て
き
た
が
、
昨
年
度

初
め
て
、
学
区
域
を
中
心
と

し
た
鶴
岡
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
に
関

す
る
調
査
活
動
を
組
み
込
ん

だ
。
昨
年
度
、
２
年
生
（
現

３
年
生
）
の
修
学
旅
行
を
担

当
し
た
佐
藤
智
武
教
諭
は
、

「
修
学
旅
行
で
も
当
校
ら
し

い
、
地
域
に
根
差
し
た
取
り

組
み
を
行
い
た
か
っ
た
。
東

京
の
著
名
な
企
業
な
ど
で
地

元
Ｐ
Ｒ
の
効
果
的
な
方
法
を

学
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
手
法
を

知
る
だ
け
で
な
く
生
徒
た
ち

が
地
元
の
魅
力
を
改
め
て
認

識
す
る
機
会
に
な
れ
ば
と
考

え
た
」と
企
画
意
図
を
話
す
。

　
同
校
で
は
１
年
生
か
ら
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
と
し
て
、
公
民
館
な
ど

か
ら
人
を
招
い
て
話
を
聞
く

な
ど
、
学
区
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
歴
史
や
魅
力
を
学
ぶ
機
会

を
積
極
的
に
設
け
て
き
た
。

そ
の
上
で
２
年
生
で
は
、
地

元
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
修
学
旅
行
で
の
調
査
活

動
も
そ
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
だ
。

　
主
に
総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
使
っ
て
行
っ
た
事
前
学

習
で
は
、ク
ラ
ス
ご
と
に「
遊

び
」
「
癒
し
」
「
も
の
づ
く

り
」
「
食
」
の
担
当
テ
ー
マ

を
設
定
。
５
、
６
人
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
全
国
に
Ｐ

Ｒ
で
き
る
地
元
の
素
材
は
何

か
な
ど
を
下
調
べ
し
、
地
域

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
づ
く
り
や
Ｐ
Ｒ
マ

ッ
プ
の
作
成
、
訪
問
す
る
企

業
や
団
体
へ
の
事
前
の
質
問

状
の
作
成
な
ど
を
行
っ
た
。

　
修
学
旅
行
は
今
年
２
月


～

日
に
実
施
し
、
１
０
７

人
が
参
加
し
た
。
１
日
目
は

ク
ラ
ス
ご
と
に
水
族
館
や
東

京
都
庁
な
ど
を
見
学
し
、
そ

の
後
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑

賞
。
２
日
目
は
地
元
Ｐ
Ｒ
に

関
す
る
調
査
活
動
の
後
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
訪

問
。
３
日
目
は
生
活
班
で
の

都
内
自
主
研
修
と
い
う
内
容

だ
。

　
こ
の
う
ち
２
日
目
の
地
元

Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
調
査
活
動

は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
５
、
６
人
ず
つ
の
学
習
グ

ル
ー
プ
で
実
施
。
リ
ク
ル
ー

ト
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
博
報

堂
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
い
っ
た
メ
デ

ィ
ア
関
係
企
業
な
ど
を
訪
問

し
、
作
成
し
た
地
元
を
Ｐ
Ｒ

す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

評
価
し
て
も
ら
う
「
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
班
」、Ｐ
Ｒ
マ
ッ

プ
へ
の
評
価
を
も
ら
っ
た

り
、
Ｐ
Ｒ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

授
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る

「
Ｐ
Ｒ
マ
ッ
プ
班
」、地
元
選

出
の
国
会
議
員
の
事
務
所
や

江
戸
た
い
と
う
伝
統
工
芸

館
、
鶴
岡
の
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
昭
和
女
子
大
学
の

学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

な
ど
を
訪
問
し
、
地
域
活
性

化
策
や
地
元
資
源
の
活
用
方

法
な
ど
を
聞
く
「
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
班
」、上
野
公
園
で
街
ゆ

く
人
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡

し
、
学
区
域
や
鶴
岡

に
つ
い
て
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
う
「
街

頭
班
」
の
大
き
く
三

つ
に
分
か
れ
て
活
動

し
た
。

　
こ
の
う
ち
Ｐ
Ｒ
マ

ッ
プ
班
で
は
、
作
成

し
た
Ｐ
Ｒ
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
プ
ロ
か
ら
一

定
の
評
価
を
受
け
つ

つ
も
、
「
誰
を
対
象

に
作
る
の
か
。
そ
の
相
手
の

興
味
と
地
域
の
情
報
が
か
み

合
う
接
点
が
ど
こ
な
の
か
を

考
え
よ
う
」
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
。
「
湯
野
浜

温
泉
の
近
く
に
は
、
あ
つ
み

温
泉
、湯
田
川
温
泉
も
あ
る
。

そ
の
違
い
は
何
か
」
と
い
っ

た
逆
質
問
も
あ
り
、
「
生
徒

た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
地
域

に
つ
い
て
深
く
ま
で
理
解
で

き
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
て
い
た
」
と
佐
藤
教
諭

は
話
す
。

　
一
方
、
街
頭
班
で
は
、
学

区
域
や
鶴
岡
が
意
外
と
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が

影
響
し
て
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
受
け
取
っ
て
く
れ
る
人

が
少
な
く
、
担
当
し
た
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
は
、
一
部
苦

い
経
験
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。

　
旅
行
後
、
生
徒
か
ら
集
め

た
感
想
に
は
、
「
住
ん
で
い

る
自
分
た
ち
が
地
元
の
良
さ

を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
感

じ
た
」
「
鶴
岡
の
良
さ
を
知

っ
て
い
る
人
か
ら
、
自
分
た

ち
の
知
ら
な
い
魅
力
を
教
え

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ

り
、「
地
域
活
性
化
の
学
習
の

延
長
と
し
て
初
め
て
行
っ
た

修
学
旅
行
と
し
て
は
、
あ
る

程
度
の
成
果
は
得
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
」と
佐
藤
教
諭
。

　
３
月
上
旬
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
る
休
校
が
始
ま
り
、
中
断

し
て
し
ま
っ
て
い
た
事
後
学

習
だ
が
、
９
月
か
ら
再
開
。

修
学
旅
行
で
集
め
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
内
容
な
ど
を
参
考

に
し
て
、

代
に
地
元
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
日
帰
り
ツ
ア
ー
の
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、

月
初
め

の
発
表
会
で
披
露
す
る
こ
と

で
、
修
学
旅
行
で
の
地
域
Ｐ

Ｒ
に
関
す
る
調
査
学
習
を
含

め
た
、
３
年
間
の
地
域
活
性

化
学
習
の
総
ま
と
め
と
す
る

考
え
だ
。

　
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
校

舎
を
置
く
平
和
学
園
ア
レ
セ

イ
ア
湘
南
中
学
校
（
山
田
信

幸
校
長
）。第
二
次
世
界
大
戦

終
戦
の
翌
年
、
１
９
４
６
年

に「
平
和
女
学
校
」と
し
て
開

校
。
戦
時
下
を
生
き
た
キ
リ

ス
ト
教
の
牧
師
、
社
会
運
動

家
の
初
代
理
事
長
の
賀
川
豊

彦
と
新
聞
記
者
と
し
て
賀
川

を
支
え
た
村
島
帰
之
が
創

立
。
建
学
の
精
神
は
、
「
キ

リ
ス
ト
信
仰
に
も
と
づ
き
、

自
由
で
平
和
で
あ
た
た
か
い

愛
の
学
園
を
き
ず
き
、
神
を

信
じ
隣
人
を
愛
す
る
人
、
真

の
平
和
を
つ
く
る
ま
こ
と
の

人
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
」。

　
創
立

周
年
か
ら
「
グ
ロ

ー
バ
ル
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
を
実
施
。
併
設
の
ア
レ

セ
イ
ア
湘
南
高
等
学
校
と
合

わ
せ
た
６
年
間
を
通
し
て
、

世
界
平
和
に
貢
献
で
き
る
人

を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

だ
。「
『
小
さ
な
平
和
』
か
ら

『
大
き
な
平
和
』
を
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
前

半
で
あ
る
中
学
校
で
は
、
社

会
福
祉
体
験
、
職
業
体
験
、

平
和
学
習
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り

組
み
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
と
で
も
協
力
で
き
る

社
会
」
を
つ
く
る
人
材
の
育

成
を
目
指
す
。
そ
の
中
学
３

年
間
の
学
び
の
集
大
成
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
の
が
、

２
０
１
６
年
か
ら
行
っ
て
い

る
「
広
島
研
修
旅
行
」
だ
。

　
狙
い
は
主
に
三
つ
。
一
つ

目
は
平
和
学
習
。
こ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
原
爆
投
下
地
で
あ
る
広

島
で
平
和
と
は
何
か
を
考
え

る
。
二
つ
目
は
民
泊
家
業
体

験
。
広
島
県
の
安
芸
太
田
町

で
、
初
め
て
会
う
人
た
ち
と

生
活
を
共
に
す
る
。
地
方
の

暮
ら
し
を
知
り
、
自
分
た
ち

の
生
活
の
中
で
は
見
え
な
い

気
付
き
を
得
る
。
三
つ
目
は

課
題
解
決
学
習
。
世
界
遺
産

の
宮
島
で
、
自
ら
設
定
し
た

課
題
を
調
査
す
る
。

　
前
回
の
研
修
旅
行
は
、


年

月

日
か
ら

月
１
日

ま
で
の
２
泊
３
日
で
実
施
。

初
日
は
、
広
島
駅
に
昼
に
到

着
し
、
平
和
記
念
公
園
を
訪

問
。
生
徒
た
ち
は
思
い
を
込

め
て
折
っ
た
千
羽
鶴
を
捧

げ
、
全
員
で
静
か
に
平
和
を

祈
っ
た
。
続
い
て
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
現
地
の
平
和

ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
な
が
ら

平
和
公
園
を
巡
っ
た
。
そ
の

後
、
広
島
教
会
で
、
被
爆
者

か
ら
当
時
の
話
を
聞
き
、
交

流
し
た
。

　
生
徒
を
引
率
し
た
藤
井
由

紀
子
教
諭
は
「
普
段
は
自
分

の
感
情
や
興
味
を
あ
ま
り
表

に
出
さ
な
い
生
徒
た
ち
に

も
、衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。平

和
記
念
資
料
館
で
遺
品
な
ど

を
見
た
途
端
に
動
け
な
く
な

っ
た
り
、
気
分
が
悪
く
な
っ

た
男
子
生
徒
や
、
被
爆
体
験

を
聞
き
な
が
ら
涙
す
る
女
子

生
徒
も
い
た
。
事
前

に
学
習
を
し
て
も
、

実
際
に
そ
の
場
に
立

っ
て
話
を
聞
き
、
当

時
の
物
を
見
る
、
そ

う
い
っ
た
本
物
に
触

れ
る
体
験
が
、
子
ど

も
た
ち
の
心
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い

た
」
と
言
う
。

　
夕
方
か
ら
は
安
芸

太
田
町
に
移
動
し
、

家
庭

に
分
か
れ
て
の
民
泊
体
験
。

　
２
日
目
は
、
民
泊
先
で
の

家
業
体
験
。
薪ま

き

割
り
、
こ
ん

に
ゃ
く
作
り
、「
祇
園
坊
柿
」

の
収
穫
、干
し
柿
作
り
な
ど
。

受
け
入
れ
家
庭
に
よ
っ
て
内

容
は
異
な
る
が
、
「
棚
田
百

選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
棚
田

で
農
作
業
を
し
た
生
徒
は
、

そ
の
雄
大
な
風
景
に
感
動
し

て
い
た
。
作
業
の
間
に
は
観

光
名
所
で
あ
る
三
段
峡
を
散

策
し
た
り
、川
で「
水
切
り
」

を
楽
し
ん
だ
り
、
神
楽
を
見

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
「
教
師
は
２
日
目
に
全
家

庭
を
回
る
が
、
前
日
の
緊
張

は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
み

ん
な
い
い
顔
を
し
て
い
た
。

『
ご
飯
が
お
い
し
い
、
空
気

も
お
い
し
い
』『
帰
り
た
く
な

い
』
と
言
っ
て
い
た
。
時
間

が
ゆ
っ
く
り
流
れ
、
自
然
豊

か
な
安
芸
太
田
町
で
家
族
の

よ
う
に
温
か
く
接
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
生
徒
た
ち
は
驚

き
、
感
謝
し
て
い
る
。
人
の

温
も
り
に
触
れ
る
こ
と
で
人

と
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
る
の
で
は
」
と

藤
井
教
諭
は
振
り
返
る
。
研

修
旅
行
に
行
く
前
は
、
初
め

て
会
う
人
と
生
活
す
る
こ
と

に
大
き
な
不
安
を
示
す
生
徒

が
多
い
が
、
毎
年
、
安
芸
太

田
町
で
の
時
間
は
生
徒
た
ち

に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
。

　
藤
井
教
諭
は
「
安
芸
太
田

町
で
学
ぶ
こ
と
は
、
民
泊
体

験
だ
け
で
は
な
い
。
休
耕
田

な
ど
、
高
齢
化
と
過
疎
化
の

問
題
を
抱
え
る
地
方
の
現
状

も
目
に
し
た
。
同
じ
日
本
で

も
、
普
段
の
生
活
で
は
気
づ

か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

を
感
じ
て
ほ
し
い
」と
語
る
。

　
３
日
目
は
、
退
村
式
後
、

宮
島
に
移
動
し
、
課
題
解
決

学
習
を
行
う
。「
宮
島
の
城
」

や
「
店
に
よ
っ
て
異
な
る
も

み
じ
饅
頭

ま
ん
じ
ゅ
う

の
特
徴
」
「
厳

島
神
社
に
参
拝
す
る
外
国
人

の
国
別
調
査
」
な
ど
、
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
が
多
い
。
店
を

一
軒
一
軒
訪
ね
て
調
査
し
た

り
、
外
国
人
に
は
英
語
で
質

問
し
て
い
た
。

　
研
修
旅
行
を
終
え
る
と
、

礼
状
を
書
き
、
宮
島
で
の
調

査
を
壁
新
聞
で
発
表
す
る
。

そ
の
後
、
学
年
全
員
で
役
割

分
担
を
し
、
３
日
間
の
広
島

研
修
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
ま
と
め
、
３
学
期

末
に
発
表
す
る
。

　
藤
井
教
諭
は
、
「
平
和
学

習
、
民
泊
、
家
業
体
験
課
題

学
習
な
ど
、
本
校
の
広
島
研

修
は
テ
ー
マ
も
重
く
、
行
く

前
の
生
徒
た
ち
の
気
持
ち
は

多
少
複
雑
な
と
こ
ろ
が
あ

る
。し
か
し
、日
常
を
離
れ
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し

た
生
徒
た
ち
は
、
少
し
た
く

ま
し
く
な
っ
た
よ
う
に
思

う
」
と
人
間
的
な
変
容
を
感

じ
取
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
研
修
旅
行
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
例
年
と
は

違
う
形
で

月
に
行
わ
れ
る

予
定
だ
。


